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　共同募金運動は、皆様の温かいご支援・ご協力に
より、６１回目を迎えました。今年も１０月１日から「地
域の福祉、みんなで参加」のスローガンのもと、全
国一斉に募金運動が始まります。 
　皆様からお寄せいただいた募金は、岐阜県共同募
金会を通じ、岐阜県内の民間社会福祉施設や社会福
祉協議会に配分され、地域の福祉に役立てられます。 
　今年もこの趣旨をご理解いただき、地域の皆様の
共同募金へのご協力をお願いいたします。 

自治会を通じて、各世帯ごとにお願

いします。 

町内の企業や法人にお願いします。 

町内の団体、官公庁などの職域で呼

びかける募金運動を実施します。 

町内のイベントや、店舗の前など街

頭で募金運動を実施します。 

イベントにあわせて募金活動を実施

します。 

町内の小中学校に呼びかける募金運

動を実施します。 
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本誌に対してのご意見・ご要望がございましたら、 
下記までお寄せください。 
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社会福祉法人　 
揖斐川町社会福祉協議会 

【運動期間】10月1日～12月31日 
 
 
今年も皆様のご協力を 
　　　　お願いいたします。 

「地域の福祉、みんなで参加」 

戸別募金 

法人募金 

職域募金 

街頭募金 

イベント募金 

学校募金 

募金運動計画 

揖斐川町社会福祉協議会のホームページを開設しました。 
アドレス　http://www.ibi-syakyou.jp/

岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（揖斐川町社会福祉協議会内） 



第１
回 

「すべての町民が安心して暮らすことができるまちづくり」をめざして 

　9月8日（土）揖斐川中央公民館大ホールにおいて、第1回「揖斐川町社会福祉大会」を開催
し、会場いっぱい約700人の参加がありました。 
　社会福祉大会は町内の福祉関係者や福祉団体及び住民の皆さんに参加いただき、ともに支え
合い、助け合う地域づくり推進を目的にしています。今年度は地域福祉活動計画策定の年でも
あり、住民参加で安心なま
ちづくりをめざした大会で
した。 
　会長からは長年にわたっ
て社会福祉・地域福祉の発
展に功労のあった21名の方々
に表彰状・感謝状が授与さ
れ、敬意を表しました。 
 
受賞された皆さんは次の方々です。（敬称略・順不同） 

 揖斐川町社会福祉協議会会長表彰 
【民生委員児童委員功労】 
　杉島　かほる（東横山）、増田　�夫（上野）、小森　養子（三輪）、寺田　征四郎（谷汲高科） 
　佐名　芳夫（春日六合）、日下部　ふみ（東津汲）、中橋　弘美（坂内坂本）、森　弘（清水）、 
　小川　義彦（三輪） 
　　　　 
【社会福祉功労】 
　山口　久子（春日美束）、大久保　光子（春日香六）、石橋　裕子（黒田）、寺園　眞弓（上南方） 
 
【その他の社会福祉功労】 
　坪井　多寿子（脛永）、中島　ハツエ（日坂）、五十川　保彦（小津） 
 
 揖斐川町社会福祉協議会会長感謝 
【寄附功労】 
　松井　親夫（谷汲徳積） 
 
【その他の社会福祉功労】 
　國枝　賢逸（谷汲長瀬）、松井　守男（谷汲長瀬）、林　明美（谷汲長瀬）、増元　たみ（東津汲） 

大会宣言 
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講師：正司歌江氏 

地域福祉（活動）計画について 

　平成19年度、20年度に揖斐川町及び本会は地域福祉（活動）計画を策定します。記念講演に
先立ち、岐阜経済大学専任講師の樋下田邦子（ひげたくにこ）氏に地域福祉（活動）計画策定の
必要性、目的についてお話いただきました。 
　この計画は、揖斐川町の10年、20年、30年先を考え、次の世代も安心して暮せるまちづくり
のために作成するものです。自分の人生は自分で決定し、最後ま
で自分らしく生きるため、人任せでない生き方をすることが求め
られています。自分でできること（自助）、地域で互いに助け合
うこと（共助）公的な立場でできること（公助）のどれが欠けて
も住みよい社会は実現しません。 
　より多くの住民の声を反映させ、住民自ら地域づくりに参加し
ていくために、19年度は地区懇談会、アンケート調査など予定
しています。皆様のご協力をお願いします。 

　記念講演には正司歌江氏を迎え、1時間半にわたり「人と人、心と心のふれ
あい」と題し、講演いただきました。満員御礼、正司氏の元気な、よく通る第
一声から始まりました。 
　正司氏は昭和30年に「かしまし娘」を結成し、以後26年間漫才師として活
躍、現在は女優のかたわら、講演活動もされています。貧しかった幼少時代、
初めて母となったころ、仕事がうまくいかなかった時代、「かしまし娘」を結
成した昭和30年、現在に至るまでにはさまざまな節目にあい、自ら命を精算
しようとしたこともあったそうです。しかし、そのたびにいろいろな人とのふ
れあいで生かしてもらいましたと、エピソードを交えながら話されました。 
　戦後60年余。今の日本は裕福です。しかし「命の尊さ」「親への敬意」「仕事をさせていただ
ける喜び」「生きさせてもらう感謝」の心が薄らいできました。自分さえよかったらという人が
多すぎませんか？とふれあいの希薄さを嘆いておられるようでした。 
　若者が希望を持ち、年寄りが長生きしてよかったなあ、生きるってすばらしいなあと思える
社会を願って、助けあっての幸せ、福祉の根幹を学ばせていただきました。 
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ボランティア・コーディネート 

　６月～８月にかけて介護予防、福祉教育、防災を目的として、さまざまな世代の方を対象
とするボランティア講座・研修会を開催しました。 

　第2回　「折り紙講座」7月5日（木） 
　日本折り紙協会会員の千田則子氏（岐阜市）
にご指導いただき「折り紙講座」を開催しまし
た。こま、折鶴など細かい作業に四苦八苦する
場面もありましたが、色とりどりの美しい作品
が出来上がりました。「早速サロンで作ってみ
ました」「幼児園に寄付しました」というたよ
りが届いています。 

　第３回　「レクリエーションダンス講座」 
　　　　　　８月２日（木） 
　日本レクリエーション協会公認講師　小原信子
氏（岐阜市）を講師に迎え「レクリエーションダ
ンス教室」を開催しました。軽やかな音楽に合わ
せた踊りや、楽しいゲームで時間を忘れるほど盛
り上がりました。体を動かし、大きな声で笑うこ
とが心身の健康に役立つことを、レクリエーショ
ンを通して感じていただきました。 

中学生の声 

　玄関での挨拶やお茶だし、入浴の手伝いなどをして

疲れました。でもお年寄りの方に「ありがとう」と言って

もらえたのでとても嬉しかったです。 

　今日のことをこれからも活かしていきたいです。 

施設の方の声 
誠実な仕事ぶりでした。　　　　 
明るい笑顔にとても和みました。 

 ご協力いただきました施設関係者、学校の皆様にお礼申しあげます。 

１．介護予防ボランティア養成講座（揖斐総合庁舎　大会議室） 
　いつまでも健康で生きがいのある暮らしを支えるため、各地区で「ふれあいいきいきサロン」な
どの地域活動が盛んに行われています。本会ではそれらの活動を応援するため「介護予防ボランテ
ィア養成講座」を開催しました。３回の講座に約２３０名のボランティアの方が参加されました。 

２．ボランティアスクール２００７ 
　夏休みの間、ボランティア活動を希望する中学生を対象に、町内１２の福祉施設のご協力を得て、
３日間ボランティアを体験する「ボランティアスクール２００７」を行いました。参加者は３１名、
利用者の方々の生活の様子、また、施設の仕事をとおして、多くのことを学ばれました。その一部
を紹介します。 

社会福祉協議会では、ボランティアとボランティアを 
必要としている方を「かけはし（コーディネート）」 
しています！ 
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掃除もしっかりできました。 



揖斐川町社会福祉協議会・地域福祉係 
電話（0585）23－0411　　FAX（0585）23－1678 

 

問い合わせ 
お申し込み先 

　社会福祉協議会では、「ボランティア活動をしたい」・「ボランティアを募集したい」など、ボラン
ティアに関する相談・紹介を受け付けています。詳細は、地域福祉係までお問い合わせください。 

　第2回　「災害ボランティアセンター模擬体験」　7月31日（火） 

　２回目の講座は新潟県中越沖地震直後となり、被災地の最新の様子を伺いました。その
後、被災地の様子と重ね合わせて、災害ボランティアセンターの模擬体験を行いました。
実際の動きをとおして、書式や流れの中にいくつかの課題を見つけることができました。 

　第3回　「防災活動について」　8月17日（金） 

　グループに分かれ自分たちでできる「防災訓練」
のプログラムを作成しました。参加者からは、
この講座で学んだ知識や日ごろ感じていること
など織り交ぜながら、活発な意見が出されました。
発表では独創的なアイディアが盛りだくさんの
プログラムに大変盛り上がりました。 
　今後の小地域での訓練を実現するため、大変
貴重な資料となりました。 

プログラムの一例 
　・非難用持ち出し袋に何が入っている？ 
　・日中ひとりくらしの方対象に避難訓練
してみよう　 

　・非常食で会食してみよう 
　・体育館で１時間眠ってみよう 
　・簡易トイレを作ってみよう 

３．防災ボランティア養成講座（揖斐総合庁舎　大会議室） 
　この講座は、地域の防災力向上を目的に、防災について学び、「自らの安全は自らが守る」人材育
成のため開催しました。６月２９日（金）、７月３１日（火）、８月１７日（金）の３回にわたり地域防災
に関心のある住民１２１人の参加がありました。講師のＮＰＯ法人レスキューストックヤード　事務局
長　浦野愛氏（名古屋市）は７月１６日に発生した、新潟県中越沖地震の救援活動と平行しながらこ
の講座を続けてくださいました。参加者は被災地の状況や支援の様子、課題など、生きた情報により、
身近な問題として捉えることができました。 
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　８月３日（金）揖斐川中央公民館で、「家庭で出来
る筋力アップ」の講座を行いました。２０名の参加
があり、熱心に取り組まれました。これを機会に男
性同士の交流を深めていただきたいと考えています。 

藤橋支所 

「高齢者の集い」 
　７月２５日(水)、藤橋公民館において、「高齢者の集い」を開催
しました。当日は、保育園児８名、小中学生９名、高齢者１５名
とたくさんの皆さんが参加され、大変賑やかな交流会になりまし
た。軽スポーツとして、「輪投げ」を楽しみました。混合チーム
で、リーグ戦方式により、優勝チームを決定しました。どのチー
ムも相手チームに負けないように真剣にゲームをしていました。 
　藤橋小中学校の廃校で、子どもたちと地域の人達との交流する
機会が少なくなりましたが、この集いを通して、世代を越えた交
流が今後も広がっていくことを期待しています。 

　揖斐川町社会福祉協議会では、男性を対
象にした講座を開催しています。 

全地区 

　７０歳以上の高齢者を対象とした料理教室を、月
１回給食サービスが中断となる６・７・８・９月に行っ
ています。９月２１日（金）には、７０才以上の男性限
定料理教室を行いました。料理に対する知識を得て、
今後の生活に生かしたいと考えています。 

春日地区 

　８月２３日(木)、久瀬公民館において、久瀬・藤橋
支所合同の「男の料理教室」を開催しました。男
性の方も包丁裁きは手馴れたもので、手際よく調
理され、夏野菜を使った料理を作られました。会食
会では、みなさん和気あいあいと談笑しながらお
いしくいただきました。 

久瀬・藤橋地区 

谷汲地区 

住　所　揖斐川町西横山410番地5（藤橋振興事務所内） 
ＴＥＬ （0585）52－2111 
 

　谷汲支所では、男性を対象にした「男の料理教室」
を開催しています。 
　栄養士の指導の下、基本的なことからはじめ、
最近ではアボカドやズッキーニなどの変わった食
材を使って調理するまでになりました。 
　和気あいあ
いとした雰囲
気の中、男性
ならではの豪
快さを感じら
れる教室です。 

次回は、１０月４日（木）午後７時～ 
健康広場２階多目的競技室「ウォーキング講座」 

次回は、１１月２１日(水)午前１０時～ 
　　　　　　　　　　　谷汲公民館調理室 
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　８月６・７・９日の３日間、谷汲ふれあいの家共催「夏まつ
り」を開催しました。 
　例年になく暑い日となりましたが、地域の方、谷汲赤十字奉
仕団、谷汲中学校の生徒の協力のもと、盛大に行われました。 
　盆踊り、出店めぐり、流しそうめんなど楽しみました。 
 

谷汲ふれあいの家 ～「趣味活動」をとおしてみんなの輪を大事にしています～ 

　「流しそうめん」は行事の中でも利用者に好評で人気のあ
る行事です。 
　今年は、８月６・７・９・１０・１１日の５日間行いました。 
ボランティアスクールで施設ボランティアに来ていた春日中
学校の生徒と一緒に準備をしました。 
　本物の竹を使用した流しそうめんに利用者から「おいしい♪」
の大満足の声をいただきました。 

春日デイサービスセンター　 ～夏真っ盛り！毎年恒例の「流しそうめん」～ 

坂内デイサービスセンター　　 ～夏の花「ひまわり」を作りました～ 

　はり絵、手毬、折り紙など「趣味活動」を楽しんでいます。 
　利用者同士で教えあい、刺激しあい、意欲を高めて深み
のある作品を作っています。
作品づくりをとおしてそれぞ
れ自分のできることを見つけ、
「生きがい」にされています。 
 

　材料は、ペットボトルのふた、紙皿、画用紙です。 
　利用者は暑さも忘れ（?!）作
品作りに集中していました。 
　壁に飾り、ひまわり畑が完
成しました。 

谷汲デイサービスセンター　 ～ボランティアの協力が不可欠！「夏まつり」～ 

～ 夏の風景 ～ ～ 夏の風景 ～ 
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各支所電話番号  

◎谷汲支所　　　（谷汲保健センター内） 
◎谷汲デイサービスセンター 
◎シングルシルバーふれあいの家 
◎春日支所・春日デイサービスセンター 
　　　　　　　　（かすがモリモリ村内） 

156-3700
156-3630
156-3150
158-0008

◎久瀬支所　　　　（久瀬振興事務所内） 
◎藤橋支所　　　　（藤橋振興事務所内） 
◎坂内支所・坂内デイサービスセンター 
　　　　　　　　　　　　　もみの木 
◎高齢者住宅「はなもも」 

154-2288
152-2111
153-2662

153-0007

こころあたたまる寄付をいただき誠に 
　　　　　　　　　ありがとうございました。 

☆松井　親夫　様（谷汲）………………………２０，０００円 
　　　　　　　　　【平成１９年7月１日から8月３1日まで】 

10月・11月の予定 

10月  4 日（木）男のサロン「ウォーキング教室」 
          9 日（火）給食サービス（久瀬･藤橋） 
        10日（水）給食サービス（揖斐川） 
        11日（木）給食サービス（坂内） 
        17日（水）給食サービス（谷汲） 
        19日（金）給食サービス（春日） 
        22日（月）ゆる体操体験教室（春日） 
11月  2 日（金）介護者の集い 
          9 日（金）給食サービス（揖斐川） 
        13日（火）給食サービス（久瀬･藤橋） 
        14日（水）給食サービス（谷汲） 
        15日（木）給食サービス（坂内） 
        16日（金）給食サービス（春日） 
        19日（月）ゆる体操体験教室（藤橋） 

　８月２６日揖斐川町総合防災訓練が多くの住民、
関係団体等の参加のもと実施され、社協は災
害ボランティアセンター設置訓練を行いました。 
　ボランティアセンター看板設置、受付準備（保
険加入、名札記入等様式準備）オリエンテーシ
ョン準備などマニュアルどおり進めました。今後
は更に役割分担など設置訓練を行なわねばな
らないと思いました。 
　来賓の方から、救援がくるまでは地域のこと
は地域住民で守らねばならないとのお言葉があ
りましたが、社協も災害が起これば訓練の様に
はいかないと思いますが、少しでもスムーズにボ
ランティア活動が行われ地域住民の方々のお役
に立てればと考えています。 

ま ど 

１．対 象 者　次のいずれかに該当し、支援を希望される世帯の子ども（0～18歳） 

　　　　　　　①母子家庭世帯の子ども　②父子家庭世帯の子ども 

２．支援内容　子ども１人あたりに対し、3,000円分の図書券を贈ります。 

３．申込方法　社会福祉協議会または社協各支所までお申込みください。 

４．申込締切　平成19年10月31日（水） 

５．配　　布　１2月に配布する予定です。 

歳末たすけあい事業 

「能登半島地震災害」「新潟中越沖地震災害」「熊本県大雨災害」「宮崎県

台風５号災害」の義援金募集をしましたところ、３０７，１９３円（平成１９年８月３１

日現在）の義援金が集りました。ご協力いただき誠にありがとうございました。 
　 

※引き続き、「新潟中越沖地震災害」の義援金の募集を、平成２０年１月１６日まで行っております。社会福

祉協議会・揖斐川町役場・各振興事務所・揖斐川中央公民館に募金箱が設置してありますので、ご協

力をお願いいたします。 

【お詫びと訂正】 
　社協だより「かけはし」第１４号（７月２５日発行）で誤りが
ありました。ここに深くお詫びし、次のとおり訂正いたします。 
　P６ （ふれあいいきいきサロン紹介　谷汲） 
 　　　　 誤　：　暖和会　→　正　：　暖話会 

※詳細は、社会福祉協議会・地域福祉係（TEL23-0411）まで 
　お尋ねください。 


